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i（，：み石川であるζ これは、 L／ニL、に大き /i:rf/1と
な、 c，農村全体をまきこみラ ti会経済構造山fi
f/,1J (,: I士主 I), ) ' Jあふ。
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jゐHI首相会議、 内務谷提出の i現在的農村緊桜
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山店求it, l~I家機IYIや－，，て T ミ絡jを動n L，また誌
｛ドjf j主与をふみh、カ‘ 1・,I [Lilとあお L・(t［珪家利益山
!>', I ,_ L、う ζlIーり L ヤ fI ｛－！！＼＇－－！：（｝中長打ご
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i, i二、 とり -ir，ト t-li ~f J，ここでは只｛本的iこ;.t-( シ
ド［t,l（会ぷ派とそ ！／）政府が， i：接的あふレはIHH本
(Ji : ' そt1,If；／おhlf'i'iこ介入してし‘ることが認めら




+,1/ i:¥ L ，’こか。そ山手I］伎の帰属を円安にして政治権
) J cl) 1,t方；泌がJWiliι あるし、はその移動がしだし、に明
らかになるであろ「｝。なぜならここで階級とは，
I 政策ifと定iJv l /l-4' J,jあるレi土主械的意思、が問題













本t：浅社主＇）矛 ，｛1,1:, ！！%，柱部t"J，こお，、 ，W汁人様J:Ir, 
おぴて顕在化し，これを放置すれば体制的危機を招来
すゑ問題として，体制：＇.l＇に意 ,i: H ,:; ·~う！ん積む＇！下
表 'fl：の1:題のて（で弘＂.，＂
(1主2) 『東洋文化』， 50・51（，併抄（197liF 2月〕
に発表予I' 
(it:l ) 農村内階級以分に〆JL、て， ＼＇， i;i, lりとして，
レ ニン L E:i）＼千＇，，もャゃあ： J' f こ Jぺで，＼に。レー
ユンは，「貧F警に与う」（1903年〉の中で， 19¥Ll；紀末，
201 ＇ι氾初~Ji ＇）ロ／／農村 7階ルそ， i也i:,;/ ,';!:C, rp L"', 
貧農に分けた。ここで，渚農というの： j' 「オ地のn
入ll （二倍，＼ lと） 、りXf'i~ 面五.1 ！， 拡十、 fこ へんF'., 
と改良農兵とをもち， E量当Eだけでなく 1業（Y,)j'；上 ［f内
業的活動に上っ：りそ川’1:rをドム；， L 1・ラ，そしー
くに7ii~な特性として，作リjや II 彬労働 i雪を似： Ill し〈
いんものlkぃ一＇0 これこた、 J て i＇.東i, 1 t",:l"I 
の階級をいかに［iりす ：？， か」 (19331ド〕の＇f：九、l'0l1/i
民地中1同左対象と l て，ぷ村，·，ドトT級：~，地二i ，官民，
中持、貧 l臨3 うijU＼五1:i! 1 t二。 てこ司戊終止 l l, 「’
般に十企地と比較的多くのFぐれた＇L:PUii F ,:1n，動資本
と士もち‘ i'.Jtl.，；十Ih者λff常£1'j,.fW恥 一亡し ι，.tの
をいう。なJj，近縁）来列車協『農業経済研f究人I'j』（県大
出帆え， 19"4年：， :{! 3 ，＇与， 1 l>'i r 下持丸I＜分主『けを女 Ii'{,
のこと。
しI4) 1ン 〕いj, c；令る「訂if：設iりの！i;IN？こ. ' 
Cは以下を曜まj照されたい。 Daniel Thorner, ＇‘India’s 
New Farms，” Statesman (Calcutta ed.¥, Nov. 1～1, 
1967. ,1正賀正；I］「インド燦業｝）新しし、j↑占師（ I)」（『ア
ジ Tf’E済」‘ 1970'1G月り）0 Ashok, Rurlra, l¥. Majid 
and B. T. Tabib，“Big Farmers of Punjab, Some 
Preliminary Findings of a Sample S山，・ey,' F:cono川－
ic and Political Week［：γ（Sept. 27, 1969). 
（注 5) 大内力『農薬れ済学序説』 （持説れ， 1970












(All India Kisan Congre自民後に，令インド襲民総 fr







L /J• し， Jrtt立躍動の過程にあっても，国民会議泌
がその指導下にくみこみきれなかった全インド‘労
働者農民党（AllIndia Workers' and Peasa山、 Party)





















己：1ぜ、三19:ll年の力ごア手大会決議を ftL ih, ・iflの
λ と：iI引をたきく修正することにたるのふ， そ，］）
！日惇f;1ci.1f存fitI 0'l'.lf、化と無 I¥f.J ｛系引；よかし、はずか
おり主允、 ICi Ji"< q,. 1 ) ] i二fンド』士）(f/;•'It f< ~- ／；こj存
立二代前／！iリj(: t、 J¥,:ci'，主業の［t,lhfヒ政q7/,; j虫，＇＿
1'i1；二子n:されたうインiJ.ら一大幅に後j!Jしたコ これ
i,での刀.1＇，ハ.； 1でjη らI, :l＼国民会議；T1（のおJI-L、
l片WhfJj,1~佐＇ t、 l止： idをγ）J二iむ己ic.1j',山路線決定：、二七
l ' ~- , f斗1'’ム／・. ) ノ、二＇.＇＼ ，.ノd''." J-;,_ ／二c,
., lリ r~ 会議iT1tt 、l'.l:l71f"''JE挙iえ i車山／！、
/'I ;J、を；HIJ'1工c._ t.＇.ことは＇lei二述 ：.t了ーが， そcハJ‘f仁jl 
↓1 ＼，＇；上‘； i';fr小f:・./) ·，＇，~J去を強化 L. 'Wt f:,1＞上l色
j行｛［！七を γべ｜ 二！二十三、仏 〉／こ f いけろけiゴ）］，：花火
リし／三li-1:会議i1t，安正予耐（liε ；tじいj、て iドとーン勺
. , ，苧 fkiJ / J！？主 iこを：・－：n乙7二 '.)¥ ・)Ii，（ミq,,r ミ
!z l」：riJNt I l・l', iJ;(lrJ士rt,;,g、1ィ：，i:.ぷI,J'jご／:. 
/~. し/;. ' ' 二う iーと土：がjペサJ:·,;j~ :'I付与i上、 ド
、一／ '.i ・-, ,~, Jl~：佐治ミ 1·,, 日；ノJトfょi叫に；＂： I. : ,.J ：、
）斗，＇ι亡生ぺけ 1 1~U,./; tえfi'（士ff'i・,CJ｝／，＇.／~i こ 4:i ，~




ー lj 一市！日産.Jl:1）・うたわれていた。 ザミーンゲール
れどの封建的特権階級の打f!H士，農村内に安定L
／・.／以H・食料供給地を校保 L, i；業製品市場ーを｜井i






...れた。換己すれば，政治権力i.t' . jパニ， i答：F.
勢 ）， 1ドミーンゲー＇＂ ／（ど上i建勢力と対抗し つ， ) 
!1J i/年ト士、 2、j散な民主化を要求する下宿農民・農業




J; .¥ j三1虫、？：｛を山J，主白乙J〕11で、 ｛本市lj（！）作同行政治tf)
tJlJ，：~·阜、ごレくことでもふ， p fこ。
:1. たどーと三でil.~ したいのは， 国民会議派
le 1要求にこたえう.；＇.， t e,Cもん：く、 立、j、，・ はとう υ件、盤が、 Lf1 1）とレ／、 IVとう1-・1レベ；t.-どでは異なり，
ぜん会議il1~ ／）指導合間j［れ司 法民連引は激化Lf二〉 主f土、 それぞれ別個の原Jmで、部＇Jv、ていると，，、うこ
t"l:民連重！J(T)滑化!J入産業ブJc・>:rγIi'/や地主f，； に とである ι 換百すれば， i弓民会議派の中央では，
とづて革命.＂n転化の危機としてうつ J ～たのが、 上町i高次厄かん， 権力維持のためのいわば論理的
「ンド:Jt:ilr:党指導下に悶われ／二人＞＞ガーい か政策をう九t:.4としても， J十iLノベルでは，また
闘争でふり 1 J 弓パー 1l,（！）激＇ ＇＜、に椛慌た闘争で それぞれりlj似しIJj色Ji特れーの侍力構造や干lj古関係と
あJ ) ／二ι1 ;¥ ・)L , ;.t｛字削j維持のf二灼に正地改革4ハヲ： たまに結びつL、ているので， 中央での論理；土，そ
j出を余儀tcく3オl／こι 土山主 ＇.、司 ザミー〉ケ‘一 1l, （／） 士、ti虚りにくいι 中央；では，庄業ブルジョア層，
l誌が全子J) ，・，われ允c 中間介｛I'斉（／）｛在が，ノ：;c；主 7"・f・て／ノt.,j併の考えかがi邑るが，州、｜では，上 I）ー！比
生産力 I：一円川うえでも司 士たiエl家財政収入の民拠 地主，富良掃の論理や利害が通りやすし、ことは十
作：1（ハろえか，.， 'L障害とふり‘ 主たtJ会的不i誌の 分に考えられることである。










































































「ジー左派内見解を反映してし t:J とL勺 J
4・主I・メ IJ二コつ；土， 二：－ )/i'.i:/1 iさ.tifこ：':c;iと
澗；；氏をこ〉笹理した ！.＞， とで， 結）ふ i ーと依プルシ
j アシノ ー山あ
湘iltv＇〕作成i品t'i＇.にも司 またそのf支）迩にも反映 LC 
'. ',': j とすこ，，， そ L C )1't業問題に ／） ＇，、との忠｝ J;.ru:1!
'f, ~ , /dire 1rj fがI勝利し，そ円綱同中に， ！：地保
（］（｝）上限設立：：：過剰 j出｛吋urplusLll,di山出村W1f,;J
;:1 tr Jリ！ノ士山きこ主せることは打ノ＼！）） ［＿た♂ LカιL、
二;] 1. ,・, i tスI＇ーガ t におわり， QJ也Ud1r&c＞さい
；二日ノウ弘之 IJ，了手「＇才 l j". '.1 ,' ~; y ノ＇•:ii ;1i t t: し、か‘
「会議派内J行l持伐！りし1)7式必をえふれ t ＇ か ， t~J こ
二にi主l[ Lいえ：， ' ：＼ ・rvT• , ,1 二 Iノ；「、 各,JH
'I t1l也辻、itIi ・てふじ I .f1＇.；／局；・／ 1し:,・ I f' J ーの
j;{/ I:1. f：思案湘領山県本！切な引に守 多か~！ノレ／にか
,!1_ ＇；己手： I.<J(: CI，、／： I kしてi
へ.l¥ I・I I）二 17円前J市It・., 二，＇.ol（政・／1L
ドp.75～7fi 
〔il5) とくに， 1967'1ι＇1江14次総選挙以降， l',・I
.，.，十｜刀、：.1t1J J亡j＇ぷilr,に抑え i; れてかλ：t' 'f ）！とIーHI/_
＇！；円の 1'，.ノプ L; J幹夫しと！、人，cI, '/ • ilる。［isj ( iで,;i'k 
fir力、， ,' Lr4土fれがt'z:t"i1:'i'I とL、るr::,:,,1，央c')(? .＇，~·－じ
政附レ＼ノレ Iレ•，；2 誕 if（~； C• ・、， • J):;t,j1／話iかんへノL i、（，・ f!.(; 
.' t：ν こiろう、， 今、 J，刀 ！） ：糸仰が '.J、Jdl：し白〉
Ji，二＇0
（白i6) A ・；；］・メ i) C •. J 7 1 1!i l:, 27～3!'iへ ／し
(ii 7）“ Aにrirnlturein the Birla Plan," The 
] ~astern Hcononu.せ (July2, 1948), pp. 27～2呂＇ / i) 
日if1', 28・; ン／，：，；Il! ,"cれどL、）'.J・' 
I ~; 1次［・＿J出改.＇1＇，：とほ農！固形成
ヰ； I次iて地改革とは，イ／ド独 ＼f.後ぴJ1¥147 
qーから I＇州）年 tf{;tでにかけて，千刊十｜でなされたー
述内 f；地改革法制定とその実施をさし， l9/i9 fド以
降， ＇r-・－；ラ州、 jigベシ t/,i., HIを手はじめにおこ
Ir.;! '). I ' ) ＇）ふる第三次上地改革と RちI］すら。
~··: I i:f二地改If；士三J げ）局面をも〉た。
1 T ~- ｜人1,・;i；しI）立l,l］） 対立は， 主きにみに i、） ：ふ i' t' i，トミ－－＞グー！）ー， ジγギルゲ－1)-
; = ！；~荒川昭に fて＇， ，－.）・心、 ij央J二川卜川！日！ぷ〉ど；J< 三と上ばれたLJ1t日i介在台市I］の応LL, 第'.2L t，小行
九 （.I)t, ,'°; I, ・ ( = ;1f見れて L 、たの！こ ， Cc, 匂〉市長~)f';JJ\i: i以護法山L'¥z:JE, ；ぁ；：は，土地保fr•J ）上限i 定であ
＇）条件：はこれに i二 Jこた三ノ 午「）け心ことに る。ごぴ〉ほかに，耕地の集団化および細分化のt.
，＼ら山でか石r そこで、 iうくに強：，－；をの京；：ミ形成ぴ） i：、 民主生産のUtl,J化の問題も含むが，実際誌の-u・;
i，主盤とも ti:..たおじ／欠十J也ci:マ＼：JJ／友!.JU：：筒形にi/f: l次J－地改革の民間の中では， さほど‘重要な意味
斤！しとおこん υ iをもたずに終 ＇） た。注目を要するのは，第 l次土
<:1. 1〕 A.升1.九1e‘ 日flKOR,A「fXI[)10仔江川，i-;en
日 11旦11i11oc,1eλ（｝仁iHノ1<eH!f耳 !ICi白H11Cll>11JCTH(]947 1(］上にこi明す一ど5只体（｛＇］｝j策がほとんどみられなし、点
1%1), ,!γ，J二止 ）＇へ・九 1・， ！ ？ノ『tr,.'i J長【，
,・ / I , , . J,;,i l"1(1'H7 1リ:-iI) j ( ・ " ,・ i; :'°i)1 ¥ i'l1, 
1リ付り（！）勺
(,1.2) ,l,'i'/1・ ,I', '/  I・ ,"·J•.C,ol＇川＇ I il! iり.，i'I 
( r l↓L f‘文L:J :-l4, 196:H L Jい，） 0
(i '.l〕 J1：工，！「付J庁L人と i-.r •' 1 • ), )11948l民監
ec江！i" 日！？ ｜ 「I) , ([I) (If’ ／ f正予 ,I午ふ 1%5¥i:fi :, 
]96611 ,j 'I）っ
(I上4) fl. D. l¥fa!aviya, Lαnd Ref；οrm in India, 
62 
-- ＇レ yビル’） /,;) 0 
:,i; I 1i: I二地改吊をど 通ずる政府のスローガシ ft















、トル支払われた Gl:l)o L1j，も， ポミーングー／レ等
の Sir,Khas, Khudk出 ht地とよばれる「自己耕




























































ーりーが， トー！語，j、f乍長（T）手にi度ずよ二＇ I 5；。 71）（）刀、
エー力ーという山は、全｛~用耕！也市南， fJ '.{ ｛：志ぷ）（｝（）
万ヱーカ－（＇） '.? ＇；＇，；ほどにあ fこるυ
イム Fト／1:yJ;e，保護は，実際に以下官民にあま
りYえんでいたし、c 分益，J、i午、 随立／！、1＇である f級
;J、／Hfぷ士、 1州l午七シサスでは， ＇｛：，’j、fH.J}u市少Jら
企占める／小、 地主との問円借地契約lt主にil liriで
fよされた。 '-tこが.＇ご i也主！こど v どはKi＼台よくラ




中日な減少がλ ら，;/Lζ＞ ' I (, o 
｛主Hi 、Jぐこと：t、 お17ラウ／ ド山1-fil民1柱tli;l/,J
f「川時，，＇！、fJ<lfilifi2年）で司 第 I点、 :;'.? N.にみる
よりに、却に／7」以 J-.,1経常i也J:l十1;:rJu淫（l1{f,'
入］也拝rjよ＇；土コ 1'.:l0，＇パニ，.＇l（主り， こJ；う： y、純／！、IH'k
による Ht-1也（上 lコ.＇.？，／
大I財葵閉山iドに、 ！J＇たりのH＼＇入j也に上る経科JHl.'i
拡大 it~かあふ二どカ‘推定される ,・ ・-> i、す・プ
ラ「主 Hli＃洋地域し／）東，丙 f ゲTゲI' 'J l血1，士、ケ－




1（屑を構成してレる rm:s表）， j主主力 主トでい
えKY, M日r日th山と TelliヘBhumiharsとHajput人
j什いと人hir凡＼Tahishyasと S≪<l山〉！日、 Nay≪rおど
’l'ilyans, Lin必1yats こ Vりkkali以社人 iふltlllciS .': 
Rじddis,Kallans ヒNadarf(ど守 JL.l々 により［l・、Fび







0.01～ 0.99 1. 7 2.:1 
1. （）（）～ 2.49 5‘7 8.:-l 
2.50～ 4.99 12.4 Hi.I 
5.00～ 7.49 10.7 13.2 
7.50～ 9.99 8.7 9.S 
Hl.00～14.99 11.3 14.l 
15.00～19.99 9.9 8.1 
20.00～24.99 6.1 5.8 
25.00～2ヲ.99 4.9 4.8 
:10.00～49.99 13.7 9.:.1 
50エーカーiユ上 15.0 8.4 
100.0 100.0 
(lj>庁） Dharm Narain a町 lP. C. Joshi，“Magni 
tude of Agricultural Tenancy，＇’ Economic and 
l'olitical 1Veekly‘Vol. 4, No. :19 (Septeml昭 r
'.!7, 1969), p. A-140. 
i!f, 2 表
自営附｜帥附滋子？（%）
0.49Tーカー未満 78.7,1 11.36 9.90 
0.50～ 0.99 74.05 fi.93 19.02 
1.00～ 2.49 円d‘「） .「，o 4.76 19.74 
2.fiO～ 4.99 74.86 4.16 20.98 
日（）｛｝～ 7.49 7S.86 3.59 20.5fi 
7.50～ 9.99 77.:,8 4.05 18.57 
10.00～12.49 78.28 6.39 15.,l:l 
12‘50～14.99 79.65 4.07 16.2品
15.ぽ｝～19.99 80.07 4.6持 lfi.25 
20.ぽ）～24.99 81.24 4.04 14.72 
25.印）～29.99 7'l.22 2.86 17.92 
:10.00～49.99 81.41 3.4:l 15.16 
:'iO.似）ヱーカ－ri-L 80. 2:-; l.92 17‘8S 
τrム ±'.J 76.48 5.14 18.38 
(U',fvr) S. K Sanyal，“ Some Topics Related to 
Land Tenure Problems in India，” Economic 
/lffairs. Vol. 1:-l, No. 5 (May 1968), p. 230. 原
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-・4.83）・＇ J “ 
（出所〉 1953/54年度については Govt.of India, NSS, 8th Round, No . 10: Report on L仰 dHoldings (2), 
p. 43 (Tahleわ。 1959／同午度にウJγはGovt.of India, NSS, 16th Round, No. ll3: Tables with Notes 
011 .4grirnltural Holζlings 仇 Ru，・alInd旬、 Delhi,1967, p. 21 (Tahle 3）。
（引用〉 浜口恒夫「インド農業におけるl：地所有と経営の性格J（『アジア研究』， 1970年1月号）， 60ページ。








































（正 1) 子l1 ，）（，与：i2 ); 5 o 'I ,; l 1 l中にじける会 'Ji:
i t引／＇［ I.世間見剖，/1'[1lけj る叫んj＇.土災；lj'[;IJ, それそれ，
37［己2rx10ノ＇； L ヒー， 56億5000万；Cl: i j ；なかーバ
二 l を.＇，＇.＇え： t，こゾJ作IiIE：紅l：，＇）た弐さろ 1）］，，か；て’L〆：〉うむ
(.L 2) （干O¥・ernmentof India, Planning Commis-
sion, The Thi口fFive Year l'la1 
(:13) Baljit Singh& Shridhar '.V!isra,"1 Stiιらy
of Land N.1ゾonnin Uttar fう官desh（仁alcutta,1%4) 
P. T. c;e口r日亡“ComparativeReview of Five Land 
Reform Studies，＇’ Indian Journal uf Agricultural 
Economics (July-S巴pt.J 968), pp. 42～4:l ム日 ＇）I If [ 0 
1ワ・ J .1, 1, I : /'<I: ( i,' ' ' '・ !: 1'r 



































































































































































〔＇： 4) こっ守、・ I ']¥ ＇｝ ’I、JL、； ノト；）十J,JI( frそ小
Roy, Nakshtra Kumar, Studies in Rtげ al（五angc,
¥・il age Bin,rnoi, H，三吋 nengal, 19.'i?--62, A日ro-
ιじonomicResearch Centre, Vishva-Bharati, Santi 
niketan‘（mimeographed) 
Bandopadhyaya, Nripen and Pal, Sasanka Shekhar, 
,Studies in Rural Change, ,Wahisgot, lV estβen-
gal, Report m, Resun・ey of a lγllagι1957--{;2, 
Agro-Ecor〕ornic Research Centre, Vishva-Bharati, 
Santiniketan. (mi口.1eographed)
Chakravorty, S. K. and Pal，メトt，芯tudies 1n 
Rural Change, 人＇achan庄市ha, H'est !Jengal, A 
R，ゾ•nrt 円n Rrs1nヤ eyof a ¥'illage.、7956-62, A日ro-
Economic Re只earchCentre, Vishva-Bharati, Santi-
ni ketan. ( mi meoιraphecl) 
Patnail《， Gopinath, Studies in Rural Change, 
Tclihandh, Orissa, l.957-fj2, A. Report on Resurney 
οf a Villa，：ιAgro-Economic Research Centre, 
Vislffa-Bharnti, Santiniketan. (mimeographed) 
Yeshw一目的， T.S., Resurvey of ,1 Tanjore Vil-
lage, kfadigai, Agricultural Economics Research 
Centre, University of Madras, 1966. (mimeographed) 
こjlら山村z協同Ufa：は，政府によるインゾラス iラク
' 作vitと， Ii1存物価絡み上J-1が，いわゆる「i’IVr 
「i'.j !}Jため♂） l:J也Ji＇.：上げの進行に将いよ’点を術品 daて
い乙。 t:t", l也七l~ .tる積悔的な T.ii正参加が 4 斡｛仁d
ろハ：上， 1960年代降、.＇j'c士でま fむばならなかったと！包
われる。
';.:;,Li. Ln ，；~l 士一 i.i Dharm Narain and P. C. Joshi, 
“Magnitude of Agricultural Tenancy，” Ecnnomic 
,md l'olitical li,～，ekly, Vol. 4, No. 39 (Septe日1ber
'27, 1969）に ιソ：JIされど，，、乙。 A-141--A-142.
(:I: 5) Government of India, Planning Comm日－
sion, Fout th Five Y car Plan, A Draft Outline 
(l¥"ew Delhi, 1967), pp. 126～127. 
( d. 6) Dharm Narain and P. C. Joshi, op. cit. 
’J i'IJ也市街［J, 1951＇；トの統，， iて全耕地の43.2%であ
' fが， 1953/:,4'.!J’同氏！1/1: "'cl1t (NSS R th ラ，•；ンド）
i;',','j'、rit, 20. :14%. 1954/55年L’ltl3.63%, 1960/fil 
:r 1 -u 11. 68% ，て 1:C減少しとL、石。イ ンドJ)l,";c十！？上
コ終決t,'i/', ・＇）現状 JりJ1 l:f, こに1 した公式統，.［にけ
J;/j J. lこ、 ιむL、j；公式，ある L、lよ陪j,J、Iiι でも上／（－＂.，
j円以ii不がれi、；1-1i{1 ，「 7" 士・" itHfll!J: i官’ヘ辺、。出！
ナ：＇iI也1(Jifc'1!;.';.,め t.・ ’J•. f'I J也irirfi'1o;ti1i'l: '" , ,J, K-
N・y ／が誌、 t!J也のほ）%， s.c・7・ ＂／ 川 t36%，＿存I定
I , t , ,:, K. N. Raj，“Development and Economic 
Policy-], Some C、.urrent Hypotheses，” ，＇＼1ainstream 
(Oct. JO, 1964）、 pp.11～lZ. S. C. Gupta, India’S 
Agrarian Structure; l Study in Its Evolution 
(New Delhi, 1966）、 pp.60～63. 
(, l 7) Pranab Bardhan，“Trend in Land Rela 
tions、A Note，” F:conomic and Politi「・al ¥Veekly 
(Annual χumber, January 1970), p. 2Gl. 
( :!8 ) Covernment of India, Plannin只 Commis・
sion, Fourth Fi,•e Year Plan, A 刀打rft Outline, 
pp. 126～ 127. 
トl9) 仁王え； I, A. T. C. C., Eronomic Review, 
1%0, Special Number, pp. 115～119をみよ。
(;overnment of India, Planning Commi田 ion,
Rej>ort of the Committee of the Panel on Land 
R,'.forms, p. 105. 





の地主・審幾層の有力者に握られている。 Pancha ya ti 
Raj ; ・ ・叫、ては， SuganChand Jain, Community 










2分の I!J）軽減などの特典をえた。また，ヵ γ ミーノレ
チIでt.t, 1948；ド4月に， F ミーノダーり ，ムアノィ
ダーり…，その他の封建地主的土地所有制が廃止され
たが，二れと同Ikに， ／ ＿，＿ーギ ノレダ リーその他の
封建的土地所有者の｜日エステートの地租，あらたに国
家十二支J人われみ三とに次ノたi日地帯1のヲ｜下げをおてな
った〔A・M ・メリニ 3 ブ『独，－，－：後の／／ドのれ民運
動（1947-1951）』（アジア経済研究所， 1969年）， 33～ 
34ベー／〕。
〔ltニ17) 5カ年計画の投資パターンの変化（とくに
／！＇~業・ :y： 業 i鶏 il ,';j;f'JわJ,f護翫・治水Nfiの伸［；＇をみ
よ〉。
in India, P田 pie‘sPublishing House (l¥ew Delhi, 
1964), p. 105.なお，N.Prasad Rao [Coπ，gress Agrar-
ian Reforms, pp. 17～18，ぉ quotedbyοKotovs-
ky〕によれば，パンジャブ州，叩イソーノレ州のt限d
'1［は，－11:'にあ＇・＇まい仁悦定さ j1 r おり， てのためド
「ベて－＇•地主の県場まず「効率的経営J,; 1テゴ
に含まれてしまうことがのべられている。
（注11) G. Kotovsky, op. cit. p. 147. 
独立後段初の10年間のあいだに大部分の追いたてが
I jなわ｝' ＇乞としごげる。士た，－ ［デラパ ドで IT,
1950年に小作法が制定されたが，ある調伐によれば，
F の法jl発効と同時に，取りあ I＇＂がはじ t,_1，法府n
後 3 年もたたぬ〉ちに， •I 、作地I「i Uあげ，；、た部分がノ己
吹され十という，坂本徳松 r現代インドの政治と紅会J
f法政 Jそや出版q,1969,r), 249～250ベ -0 
（注12) B. T. Ranadive，“Landlords A任ected,
But N口 Landt円 Tillers,The Bombay Land Act，＇’ 
New Age, Weekly (September 4, 1955）.坂本徳松，
2fi2～263イーご r
（注13〕 BhowaniSen，“Struggle for Ceiling in 
West Bengal，＇’ New Age, Vol. VIII, No. 7 (July 
lり59),r-:io. 
（注14〕 Panchayat 段民の「li約機関。独立l計iか「3あ
j たが， 51t立干号、みか；，・， :ftて， PanchayatiRaj '; 
よばれるようになった。そのねらいは， 5カ年計凶へ
，／；村民l 積極的事：加を l汚導 L; ＇，とす；~ iのでん j
〈単むF I別賞日万3レI
I~- 1 ,~"! :-! : 平~：－ 1 il- ~i\ii>~-1-.:~ f\;;r~ 
1司副1.~1~1 日：！ ~ ::~ ':~ :fI l 
副主I, :fi ,i~ : 1;1 ：：裂 I：調 ll~t! l:副議Il!j 
2.:156; 1(川
（農業・農業関連部門
謹詞 J; .Lび ／（； ノ弘、
，軍 ）) 




























「Jれ『 その任務合上層農家に託したことと符台1 加がおこなわれた (i; 7〕oIADPは汚IJ名“ Packa貯
ゐo I：：）託農は第 li丸出2；大3力f11十闘の農業投 p川氏ran1me”とよばれるように，新品種をはじめ
ほ.{ 斗 7 二｝ストラ 7-f -1:・ －の整偽山中で最も使 化学月巴料，農業ラ潜概用設備司必要な金融，指導
益企.・.，け乙成長し司前立でλfこごとくじ 士地改革 0等を ι号して投入するために，非 IADP地区と
（、とくに＇P問介作者／ti]）交の廃止，ノトfl法の己主lL）でその 比べて格段の優遇措置が与えられた。その成果
J也｛立を法的にも固め，また I'.64年にぇ；む〉；される村 を， IADPvl第3次報告にみると， PackagePro-
注目治組織（ノ＇：， チャーヤッテ f・7ーλiこ参加 L grammeを導入した初期 (1961/62～1964/65）は軒
？との指導的立場全確立してい－) tこ I 2 i。 並みにどの地区でも単位面積当たりの収最が飛躍
しかし、 土地保有山上限設定で；土，じぶんら山 的に上打ーしている/J';, ！日い地主・小｛t関係を残し
｜「T耕地」の此有！花模まで制限をうけるので，そ てし、る地区では， 1965/66年， 1966/67年としだい
の｛去の適用がたいへんな桂十告として写ー〉た。そこ に生産高は減少するか停滞するかし ζ いることが
で上回農は，司民会議派州政的に働きかけ，｝！＇」業 判明した（，I呂、。このう h，ウエスト・ゴダヴァリ地
生産（｝） ヤザ lそろしり上外のため， 現在ν＇）二t地保有者 ｜くとケ J ジcr-1,sJ-加え， アレッピイ地K，パルガ
に肖It%とふ心ような上j也改革はこれで中JtL, 刀、 ート地区を才〉たくしは 1970年初めに訪問したがt:¥i-J
）；， りに生産上封のための諸要素の集約的長入か 係当局は，農業生産と地主・小作関係の問題にふ
必要である， とL寸イーヲオロギー操作を推進した ;j l ，－，れることを好まず， もv ぺ:frう生産技術面の説
（わ。これは， 土地保有のk限，Jt定と協l,i］挑作合 間どけ合することが多かった。 しかし村氏に位接
氏議したlり59,riヰ民会議派トケ、 7・ ノレ大会決議に 聴L、／こ治、ぎりでは，地主・小作関係が融資をうけ
怒一｝てfl見立し、 スJ7.7ントラ党主マドト》た N・（，. るにも‘ また農村普及員（＼＇. L. W）を通ずるi井｛？
ランガらに上－ ＇ても推進された、； 4；。 ,I・ i向l作成の際にも事実上、大きな障害にふってし、
ゴE Aかア J リケ i＞イレ｜；の経済危機に I員~し C ゐことが宇ljlJ-した（i！詰）。
償極 的援助 tこのり fこすのもこの時期沖、九である 3. 1964年に農業生産会議（AgriculturalProduc-
が， 7 寸ード財団ヂームは1959年 1月に「 f> i、 tion Board）の決定で，全国117地区（全耕地の約4
J）食渇危機どその対策lとい〕レホー トを出し， う〉び） 1 ）に IAAP(I日te口1別ve／＼.ιricu 
(, 5 Iこれiニが，：Iイ、てl司年11片に「f主！悔J百庄令ぴノたよ・/Jυ〉 gnえrnme）がi設けらJ,l.,た（ I Il＼これは IA.DP♂〉パケ
］（）；ド ｛ント. 1＇口 ＇lラム提案i( 'lti i'出Lて f> i、 ーシにな寸て， ±としてインド政府独自のイ二シ
政府（こえすし食糧政策の全面的改tEを/;dfl，ーしたっイ ャテ fーブで集約的農業地域の開発をしようとい
ン F政府はこの勧告をほぼそのま土（除，価格政策j りもので，オ JADP地区からの冷遇不満の戸にも
承認し， #tiVJ的農業同発地［:Z,f-hflf (Intensive Agri- こたえ上うとするものであサた。
cultural District Pr口氏rnrnme,IADPと略す）を 19fiり この IADP地区選定に／山、ても， IA.DP地区選
"Fから開始した。アメリカはこ dl ~－J,jil1jに資金、技 定と1，可様にかなりの政治的決定がなされたとい
術者， 資材等：I)援助fとおとなL、fン｜、政JHf主魁・ ザ） - 今i',J訪問したノ、 I）ヤ7州、！のカノレナーノレ地区，
69 
1970110072.TIF





















































(il: 1）“ The Small Farmers should be the 
Strategy Base，’ Yojana (December 8, 1鎖倒）， p. :-i. 
en 2) た〉えは，“PoliticalFace of Panchayat 







( ;overrunent of India, Reorientation of Program-
mes of Agricultural Production (Delhi, 1965）；ィlo-,
Approach to Agricultural Develoj,》ment in the 
Fourth Five Year Plan (Delhi, 1966）を参照。
（注4) N・G・ランカは， 1930年代のインド農民







うこには，－ ['1.て反対して占たとし、われる。 G.S. Bh-
argava, A Study of Communist Mnvement in 
.0¥ndhra (1955), p. 5. 
f注 5) The Agrarian Production Team of the 
Ford Foundation, India’s Food C円；sisand Stej>s 
to Meet It ('¥few Delhi l‘April 1959). 
(ft 6) The Ford Foundation, i・;uggestio刀、 for
Ten Point Programme to lncrea町 FoodProduc-
tion (New Delhi, Noγ1959). -c＇＞報告の H:rjl. な~
f'.J i；，乱1inistryof Food, Agriculture, Community 
D日間lopment& Cooperation, Modernising Indian 
AgricultunヘRepo付 onthe I耳＆’nsive il.gri，川正lt11ral





（注8) The Third Report of the Intensiz•e Ag-
1 irnltural I )istrict I'ro1;1amme. pp. 65～6抗，
（注 9) Wolf Ladejinsky, A Study on Tenurial 
Conditions 仇 PackageDistricts, Government of 
Tndia, Planni日 Commission(New Delhi, 1 %めを
参照。
（注10〕 JAAP地医の範関については， 1965年10月
現作で， fi 1:,25地医ι1, 114地Kγパitられナ 川う
r心事もみん jl心。たと／＇.. Lt前出，FrancineFrankel論
文（Nov.29, 1969), 9ページ。
「HI) ,1,1:1：，注 3',・ ］； 上。さ iに， Four Five 
Ye，αf Plan lρ百9-74T>，‘aft, Plannin具： Commisβion’
Government of India (New Delhi, 1969）を参照。
ムセ12) J吋1，.：の価絡に／；する反L＇：ご＂） I,、て t, A. 
l¥L Khusro，“Agricultural Revolution and the 
Price Mechanism，” Indian Journal of Agricultural 
F:cοnomics (Jan. March 19ti9）；“Dilemma about Food 
Pric田fCapital (April 2, 1970）’i tを参照。
（注13）白i/fl，凡1odernisingIndian Agriculture 
勺中でも， ＇）合、が指向＼ 1 Lてい＇ '.c'9ベー
〔i主14〕 ‘、AndhraPr削除sh,Political Face of l泊n
























































I i・ よいソ－c, _, -トt ワルI，，ジ J
668 66:, ,47 ！ λc;3 
874 , 70お 704 ! ：；ぷ7
l.01:l 8＇日1 926 i 弘：，3
I ,028 810 訪日7 i 4•lll 
9:Jl i 79:J 992 ! :,2:1 
I.<は：i' 7:lυ990 i 日il
I ,073 i 虫IJ' l,I肌！ら』1
869 i 8?1 i 日当9 i 4:JO 
8fi:l i 民対7, Y(;,1 i :,1 
1,032 i I ,JO当 i LJ2:J i SI日



































ι ：，•.，，： 1) 1%h;67’1)_ J C, i, Ministry of Fc>od, Agriculture, 
!Jinうct,,rate‘。fLconomicsιrnd St山 sties,/l n 1, l'rodu, 
f川n and } i,Id nJ PrinciJり，／ （二roρsin India, /'14') 
，；け to 1967 li8 ''.¥lew I>けIi,I日｛》t多〕， pp .j～7胃 Ial》leI 
‘ 
I 【｝！〉／，
f乙、屯timrttcsof Iιr,Iメ;rαm C，υIう吋， I！ρIiヲ65 ， 
HYV ，•＇） λ 故山，，，ク ル t，：・ りwl,lOJ白人（.椛，，＇j,iυιI~,') 
【／ 1%7角的一一一1b8'll、χ
1%1/6九一一一 j.j(附kg
1%7円、計一一－ I I:l898kg(ll{・8) 
l 12:isけ（しhinaJOiJ9¥ 
1%-1/fi》o 2,.-,tik只




(!I；叫） , ,l"i WI IιI  ;:J.￥ジ，t，しL、l,J1iaU)c ，：リ，；，1,
(,12) : 」.！＇U也1(：、抗日）J（＇／』liO)f[i'f;;tと l.CUU. F♂J 
政府しつ価格支持政策の利益もうけられh＇，、Jし－，m もJっ
(T) ／ょ，かjL 1・，え，，収、権後、 fこど九にオ止の窮迫版記をよ
さなくさ fC i I，、ろこ土からも砂l：・，元、むある（，，れ＼




















ヘクターノレ巧たり生産王子ら i? i¥;{(t, j党／入、＇i:n
i’ if i,! I ;'f !I，似 l投入拡 iぬ ιi投J ・
ピr., 吊1,1¥・,1 （！と九7I (Rs.) I （！と日〕 りj/I'l 
メ ¥ ♂ ｝ フぐ、 I :J,2871 u川 '1,lti-1 品{Il，山Jめ.5si:¥,O:,'/.¥l!I :J:,{ 
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〈。t'Cをつき，今度は1'4',> . ＇がヰキ n円以になると，こ
まで米を 11,i；めてしり地 l•. r:'i .1 上ってi司ど J長
宅， 2～3倍で買わざ t. -: ,. '・ 
〔：I.9) 次表の 6項 7λ らi . ' ' i｛入訪日J）うち，
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第H1；υ） J,¥ :;-＇県長関係 it，古本 L主！＼I粁＇i(-v)
,.;J;l対忠告労働者ν＞lにfがずi：し τ ；：ノ）現われ）Ji仁
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2見： P 0. 戸！ . ; n I L守ート 17 、！ r; ,i • /' νj 'Mi:1 ，ノ 1,1、 F 、〆~ ' ' j 
l y ーシ ）) ；者J十1：二七、 士山緊伝c'J、＼ ~－しがみられ
バAーと 1, l's ぜ 、' :i, 
日 1,,U山J1,t11に， I,;uとE！？！山’点＇l;1t1；、mn:L,
その間山手折、対立、＇） う一九 1,j ( 1 'j I :t ＇.：；よ／仁 I，、
j[支出1¥'Jiこみれば司 I刊）川＇i民iこは． ・, ,; !/ > 「二｝
,:;2, ぶャ ν什 斗 ＇it，＼.どし＇J/fl湾政党山友J寺吾、：、，分
";H長山i司l'¥.:iミifiiW1.1，、j川、pゐイ－iv1えJ〕支持三／＂i，・ 多L
，＼.、 H!¥'lの日：f{u1tf1 i二；｝、う →；1J：、 ll,j t会議Mc＇）し
:! ＂）＞ ど）イン「 fラ・てf：シーX(uノ支Vi古， ヒ／三人
l 1;社会叱‘ 統一社会＇＼i'.i.どゴ1::ZJ:Jf;L!1ι／.；： iJ ，、／，J
ヒ勺で点〉ノ；：， : I＇り しよ＂し、 二jt；士十1n.ti'tせな t,j込L、
け住1jイ1ll＇~ ャ‘ 日三業 ＇'.i~i動 tf!Wl /JI心、ハJ文勢ιこけ
してt士、 1.,cr.t:,:-r・; fe'1t,!1・ ＼、i土点、 ，ごイ、， l,J L Ir, 
純的利害に／こ， C 寸土した行列士とること／り‘ち十
ょうである｛
.:I. 合体九，， 1・，みと噌 1見在， 1 > it;ミ村にみる：7
要な矛店，；(Ti1：υ『｝側面I；上、 1!:)50年／ttで山、地主
士、IノトW'~ 1, ・.-)I弘If系山 ：， ラ 次第に『 j也t・山長年I分
益小［↑：・畏業労働者一山間係、；こ移 i).）♂ Jある仁うに
忠、われる i 5 ：ι 
(,Tl) ,' Uticじ，： r 1 > . n Y.・, ¥'i 1 ，、；u1fi .i ( l ) 
1 , . I' ( I j〔『・， / ；＇何〉斤 .l], 1970:i ti IJ, 7 I!¥;),, 
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る如き）江川J :J I:がりもみ L町dL，運動もしよこし、に地







の富農t土明 （） 九＝に不利た立場にたち， 事実、強力
な政権の支持がない限り行き詰っている。
西ベンガルなどその好例で， 【ー部富農ジョテグ














































‘A Lonely Furrow”の苓.{i KuおurnNair iこ また、本稿作成にあたって，本稿に明記したリIf1 
上れば、 多収景品種の芳入が確実に干I］；腎をむたら 文献以外に多くの資料，，二拠ったが、し、ち十人そ
Jことが明「1カミになるにぺれて高業的氏支生産；？干 の出所を明らかにするゆとりがなか》た,r.'；（，読者
μ士すます士J也を購入し‘ 牛‘ l砕を哨）JOする。その iこお花びした，， '0 インド政府計i由i委員会の Shri
結果，総需要は現在：（i10分d) l (/) tl1::で充たされ， T‘（rishan Kumar ( ;u latiカ、 C;, 資料の面で｛，たい
10/rι＇） CJ方







id l竹山諸階級・附！せ cl）努力向耐と 11'1l~fi'r'J 五i'i要 [!cl と
し＇）l,tl{系でJ巴えねif ic 1・，ぺ，，、であろ＇ J0 
(;! l〕 ノノ l ,, I；此w. 1,1,1λi ¥ iぃ， B. ¥' enkata-
ppiah ·~ ,  , ・Ll守 l 、 jI /: ・' !;'., j1; U]J" I 1, ゎユJ 0 - ) l；← 
；，丸こ 〉じ：＇ l ',I正IiI. i, •] 1,' , v) J , -, t1 iγ） 
f, it.; J ,_: LU; : リ・ f f /r1(1にな＇ i 人 iC:, I (economical-
ly vial山） i, .戸、； I＞＇；＿土fliJ lろこ li ', 
le!,:, •］、 ！：＇＇.I ＇＋＇.，泣 '1.!_ '.',:,, U九十主主的 f, ,i'k）十， j土i島日 J ・') 
{u: ') !{ l'IJ ; 1 !'1J I o ・ I 1リtこ“おmallFarmers‘］）eve] 




'¥'t1見；fell ・r'H¥Cふけ、 1(1 ti I J;＇］初 i•.＇） ；これ tr.' pた土見
j也.；1司;ti,v＇）減；1;を1,¥;,:i』，J，，二してνゐc
本稿作成にあたけ， I~－賀:iEWll＼；、恒田勝l＼をは
じめ研究所；／）同僚諸兄から，初f丸、の有益なコメ
I、やD}J子？をいだ／日、たc 深議f致し＇tすれし治るし，
；包プJと時間J）不足で， そ，Jl1・，主十分ト二分：かせず，
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